
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－327489
(P2001－327489A)

(43)公開日 平成13年11月27日(2001.11.27)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  8/00       �A�6�1�B  8/00    �4�C�3�0�1

審査請求 未請求 請求項の数 5ＯＬ（全 4 数）

(21)出願番号 特願2000－149162(P2000－149162)

(22)出願日 平成12年5月22日(2000.5.22)

(71)出願人 390029791

アロカ株式会社

東京都三鷹市牟礼6丁目22番1号

(72)発明者 渡辺 徹

東京都三鷹市牟礼6丁目22番1号  アロカ株

式会社内

(72)発明者 服部 宏

東京都三鷹市牟礼6丁目22番1号  アロカ株

式会社内

(74)代理人 100075258

弁理士 吉田 研二 (外2名)

Ｆターム（参考） 4C301 AA02 BB02 BB22 EE07 GB03

GB29 HH13

(54)【発明の名称】 超音波探触子及び超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波探触子において、送受信開口の可変制
御に応じてエレベーション方向のビーム集束性を改善す
る。
【解決手段】  音響レンズ１２は、アレイ方向の中央１
２Ａから両端部１２Ｂにかけて曲率が小さくされた形態
を有する。フォーカス深さの可変制御に伴って送受信開
口の大きさが制御されるが、それと共に音響レンズ１２
の全体的な集束作用も可変制御される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の振動素子からなるアレイ振動子
と、
前記アレイ振動子の前面側に設けられ、アレイ方向と直
交するエレベーション方向について超音波の集束作用を
発揮する音響レンズと、
を含み、
前記音響レンズはアレイ方向に沿って集束作用が変化す
る特性を有することを特徴とする超音波探触子。
【請求項２】  請求項１記載の超音波探触子において、
前記音響レンズはアレイ方向の中央から両端部にかけて
集束作用が弱められた特性を有することを特徴とする超
音波探触子。
【請求項３】  請求項１記載の超音波探触子において、
前記音響レンスはアレイ方向の中央から両端部にかけて
曲率が連続的に小さくなるような形態を有することを特
徴とする超音波探触子。
【請求項４】  請求項１記載の超音波探触子において、
前記音響レンズはアレイ方向の中央から両端部にかけて
集束作用が徐々に弱められた材料で構成されることを特
徴とする超音波探触子。
【請求項５】  請求項１記載の超音波探触子が接続され
る超音波診断装置であって、
送受波開口可変制御及び電子セクタ走査制御を実行する
走査制御手段を有することを特徴とする超音波診断装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波探触子及び超
音波診断装置に関し、特に音響レンズの改良に関する。
【０００２】
【従来の技術及びその課題】一般に、超音波探触子はア
レイ振動子、整合層、音響レンズなどを有する。音響レ
ンズはアレイ振動子から放射される超音波や生体から反
射してきた超音波を集束する作用を有するものであり、
具体的には、アレイ振動子のアレイ方向と直交するエレ
ベーション方向のビーム集束作用を有するものである。
ちなみに、アレイ方向のビーム集束作用は電子セクタ制
御などの電子的な制御によって達成される。
【０００３】近距離計測から遠距離計測までの範囲で精
度良く計測を行うため、遠距離計測の場合にアレイ方向
における送受波開口の幅を広げ、一方、近距離計測では
送受波開口を小さくして分解能を高める開口制御が実行
される。
【０００４】従来において、音響レンズはエレベーショ
ン方向のビーム集束性を良好にするためアレイ方向のい
ずれの箇所でも同一の曲率を有するものが使用されてい
る。すなわち、従来において、開口制御に対応した音響
レンズは提供されていない。
【０００５】なお、特開平６－２４５９３１号公報に
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は、エレベーション方向に音響レンズの曲率を変化させ
た構成が開示されているが、アレイ方向における曲率変
化、特に開口可変に伴う集束作用の可変については何ら
開示されていない。
【０００６】本発明は、上記従来の課題に鑑みなされた
ものであり、その目的は、アレイ方向における送受波開
口の可変制御などに対応して、エレベーション方向のビ
ーム集束性を改善できるようにすることにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】（１）上記目的を達成す
るために、本発明は、複数の振動素子からなるアレイ振
動子と、前記アレイ振動子の前面側に設けられ、アレイ
方向と直交するエレベーション方向について超音波の集
束作用を発揮する音響レンズと、を含み、前記音響レン
ズはアレイ方向に沿って集束作用が変化する特性を有す
ることを特徴とする。
【０００８】上記構成によれば、アレイ方向に沿って、
超音波の集束作用が変化付けされているので、例えば、
開口制御にともなって適切な集束作用を得ることがで
き、結果として超音波画像の画質を向上できる。
【０００９】望ましくは、前記音響レンズはアレイ方向
の中央から両端部にかけて集束作用が弱められた特性を
有し、特に望ましくは、前記音響レンスはアレイ方向の
中央から両端部にかけて曲率が連続的に小さくなるよう
な形態を有し、あるいは、前記音響レンズはアレイ方向
の中央から両端部にかけて集束作用が徐々に弱められた
材料で構成される。収集作用の可変に際して、形状可変
によれば製造容易であり、材料可変によれば従来同様に
アレイ方向に均一な曲率を設定して生体への密着性を良
好にできる。
【００１０】（２）また、上記目的を達成するために、
本発明は、上記の超音波探触子が接続される超音波診断
装置であって、送受波開口可変制御及び電子セクタ走査
制御を実行する走査制御手段を有することを特徴とす
る。
【００１１】周知のように、電子セクタ走査時において
は、一般に、超音波ビームの理論上の起点はアレイ振動
子のアレイ方向の中央となり、また送受信開口の可変制
御もアレイ振動子のアレイ方向の中央を中心として対称
に行われる。よって、それに対応して、音響レンズのア
レイ方向における中央から両端部にかけて曲率を小さく
すれば（曲率半径を大きくすれば）、フォーカス深さ及
び開口制御に適合したレンズ効果を期待できる。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施形態を
図面に基づいて説明する。
【００１３】図３には、本発明に係る超音波診断装置の
全体構成が概念的に示されている。この超音波診断装置
は生体に対して超音波の送受波を行って超音波画像を表
示する装置である。
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【００１４】超音波診断装置は、大別して、装置本体２
０と超音波探触子８とで構成される。超音波探触子８は
生体表面上に当接して用いられるものである。もちろ
ん、体腔内に挿入されるものであってもよい。超音波探
触子８と装置本体２０とはケーブル２１によって接続さ
れている。
【００１５】装置本体２０内には電子走査制御部２２が
設けられている。この電子走査制御部２２は超音波の送
受信制御を行う手段であり、具体的には電子セクタ走査
を実行するための制御部として機能する。この電子走査
制御部２２は、開口制御部２４を有しており、この開口
制御部２４によって送受信開口すなわち後述するアレイ
振動子におけるアレイ方向の送受波範囲が可変制御され
る。
【００１６】超音波探触子８において、プローブ本体１
０内にはアレイ振動子１６が設けられている。このアレ
イ振動子１６は複数の振動素子を配列してなるものであ
って、図においてはそのアレイ方向の断面が示されてい
る。アレイ振動子１６の前面側すなわち超音波透過側に
は整合層１４を介して音響レンズ１２が設けられてい
る。この音響レンズ１２はアレイ方向と直交する方向す
なわちエレベーション方向における超音波の集束作用を
行うものであり、本実施形態においては、後に詳述する
ようにアレイ方向における中央から両端部にかけて曲率
が変化した形態を有している。これは開口制御部２４に
よる送受信開口の制御を前提として、各フォーカス深さ
ごとに適切な超音波の集束作用を達成するためである。
なお、図３においてアレイ振動子１６の背面側には不要
超音波を吸収するバッキング層１８が設けられている。
【００１７】図３において、超音波ビーム１０２を電子
セクタ走査することによって走査面１００が形成され
る。超音波ビーム１０２の形成に当たっては、その受信
時においてダイナミックフォーカスあるいは多段階フォ
ーカスが実行され、それに伴って開口制御部２４が送受
信開口を段階的又は連続的に切り替える。また、送信時
においてもフォーカス深さに応じて開口制御部２４が適
切な送信時の開口設定を行っている。
【００１８】図１にはプローブ本体１０の斜視図が示さ
れている。図においてＸ方向はアレイ方向であり、Ｙ方
向はエレベーション方向であり、Ｚ方向はプローブ本体
１０の軸方向である。
【００１９】図示されるように、音響レンズ１２におけ
るアレイ方向の中央１２Ａから両端部１２Ｂにかけて音*
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*響レンズ１２の曲率が徐々に小さく設定されている。換
言すれば、中央１２Ａから両端部１２Ｂにかけて曲率半
径が徐々に大きく設定され、すなわち超音波集束作用が
両端にかけて弱められている。
【００２０】図２には、音響レンズのアレイ方向におけ
る曲率半径の変化が示されている。図示されるようにア
レイ方向の中央から両端部にかけて曲率半径が徐々に大
きく設定されている。図２において符号１００～１０４
はそれぞれ送受信開口を示しており、近距離診断の場
合、開口１００が利用され、中距離診断の場合、開口１
０２が利用され、遠距離診断の場合、開口１０４が利用
される。よって、例えば近距離診断の場合にはアレイ振
動子における中央付近の振動素子のみに利用され、それ
により形成される超音波ビームは音響レンズにおける曲
率の大きい部分でより強く集束されることになり、超音
波画像の画質向上を図ることが可能である。また、遠距
離診断の場合には、大きな開口１０４が利用され、その
場合において音響レンズの両端の曲率半径が大きく設定
されているためより深い部分に超音波のパワーを集中さ
せることが可能となる。よって開口可変制御を前提とし
て、近距離から遠距離にわたって適切な超音波ビームの
フォーカシングを実現できる。
【００２１】上記実施形態においては、音響レンズ１２
の形態を可変することによって集束作用に変化をもたせ
ていたが、音響レンズ１２の曲率をアレイ方向にわたっ
て均一とし、音響レンズ１２を構成する材料を連続的に
変化させることにより、図２に示す曲率半径の変化と等
価な超音波ビームの集束作用を得るようにしてもよい。
【００２２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
アレイ方向における送受信開口の可変制御などに対応し
てエレベーション方向のビーム集束性を改善することが
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る音響レンズの一例を示す図であ
る。
【図２】  音響レンズの曲率半径の変化を示す図であ
る。
【図３】  本発明に係る超音波診断装置の構成を示す概
念図である。
【符号の説明】
１０  プローブ本体、１２  音響レンズ、２０  装置本
体、２２  電子走査制御部、２４  開口制御部。
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